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 第 7 回 再生可能エネルギー世界展示会に今年も出展します。

PV-Net は「みんなの力で私達の“ソーラーライフ”をさらに充実させよう !!」

を掲げ、会の活動紹介、PV 相談室、市民共同発電所サポート、自然エネ学校、

グリーン電力証書紹介、本販売等で今年も参加します。【ブース位置 R-11-401】

昨年同様、開催期間中のお手伝い、ボランティアスタッフも募集いたします。

 2003 年創立総会から 10 年目となる今年の総会は 7月 28 日 ( 土 ) に

御茶ノ水の明治大学で行われました。■第 1部は議案書に合わせ代表あいさつ、

理事紹介、議長選出、定足数報告、1号議案 /2011 年度活動報告、2号議案 /

2011 年度決算報告、3号議案 /2012 年度活動方針、4号議案 /2012 年度予算、

5号議案 /評議員選任　■第 2部は被災地支援要素も含む市「市民共同発電

所サポートセンター」計画提案、宮古から被災地報告として菅原省司様から

お話、さらに岩手の PV 普及企画で岩手県温暖化防止センター佐々木明宏様

にお話をいたきました。すでに動き出している静岡市民共同発電所や小諸エ

コビレッジの進捗報告もありました。

その後の集合写真の撮影後、場所を

移動し“第 3部 =懇親会”も 55 名

参加で大変盛り上がりました。

(6p ～ 7p にて紹介します。)

7.28 定例総会報告

2012 年 12 月 5 日 ( 水 ) ～ 7 日 ( 金 ) (各日 10:00 ～ 17:00)

会場：幕張メッセ 入場無料

今年も RE2012 に参加します

クリスマス・イルミネーション、全国各地

PV-Green グリーン電力証書で点灯開始 !!

(14p コラム参照 /写真提供 :日比谷花壇 )



 

固定買い取り制度 

                                            
第 1 部 本年度の固定買い取り価格はどうなるのか？ 

都筑建 

 

１．想定外に多い小規模太陽光発

電の申請数 

PV-Net では住宅用太陽光発電は

余剰買取の利点を生かすべきだと主

張しました。さらには、余剰の買取

価格は予算が同じならば全量買取価

格の 1.7 倍程度高いものにすべきと

も加えました。それは余剰分に注目

が集まることから省エネが進むとい

う現代社会では、最優先の課題解決

を強く促すと考え、さらに固定買取

雄制度（以下 FIT）によって過度の

投資、つまり投機の世界が蔓延し社

会的モラルを破壊して混乱を起こす

可能性があるため、「節度のある価

格や期間」であるべきと主張してい

たのです。 

さて、今年の 7 月からその FIT が

施行されました。住宅用は余剰方式

となりましたが、買取価格は全量と

同じ消費税込で 42 円の価格となり、

より幅広い普及の機会を狭めるもの

となっています。 

10kW以上の太陽光発電（以下 PV）

は全量買取となり、全国で堰を切っ

たように大量の建設申込みが各地方

経産局に殺到しています。これまで

は電力会社の自主的買取でしたので、

建設プランを立てたらまず住宅用を

含めて各管轄電力会社へ連系申請を

し、協議が成立したら内々に電力会

社が国に認証手続きを行っていまし

た。住宅用も実際は国の認証番号が

ついているのです。 

今回は国の法律（再生可能エネル

ギー特措法、以下 FIT）として電力

会社は買取が義務となったことで、

まず建設プランを各地方経産局へ提

出し、システムの認証番号 ID を習得

する必要があり、その IDを持って電

力会社との連系協議を行うという手

順となっています。 

「本制度（FIT）で売電するためには、

事前に設備の認定を必ず受ける必要

があります。設備認定とは、法令で

定める要件に適合しているか国にお

いて確認するものです」と、経産省

資源エネルギー庁のホームページ

「なっとく!再生可能エネルギー

（http://www.enecho.meti.go.jp/s

aiene/kaitori/nintei_setsubi.htm

l）」では、認定手続きや認定要件が

記載されており、一読をお薦めしま

す。 

その認証申し込みですが、7 月の

FIT 施行開始から 3 ヵ月で予定の半

分を超えているといいます。その申

請数の中身は、メガソーラ―が大半

かと思いきや 100kW 前後のシステム

が「想定外」に多いそうなのです。

来年 3 月までに着工する大小の PV

は大きな数字になると予想されてい

ます。 

 

２．来期の買取価格の行方は? 

FIT では法の施行後 3 年間は、集

中的な再生可能エネルギーの利用の

拡大を図るために、再生可能エネル

ギーの供給者の利潤に特に配慮する

こととなっており、原則として毎年

度見直すことになっている買取価格

等は据え置かれるのではないかとい

われていました。しかし上記の申請

状況と、それに伴う国民「負担」の

増大とから、価格はシステム価格の

減少分だけ下げられるという圧力が

強くなっており、政権交代も予測さ

れることも絡み、買取価格の値下が

りは既定路線になっている感があり

ます。 

建設価格の大半を占める PV パネ

ルの値段が中国・台湾メーカの攻勢

に完全に巻き込まれ、200 円/W 近く

していた価格が 150 円/W に下がり、

なかには海外製の卸価格で 100 円/W

を切ることさえささやかれています。

これは欧州市場の低迷などで大量生

産した中国メーカの在庫がだぶつき、

中国企業はほとんどが経営赤字とな

っているためと言われます。 

 

 

   

 

 

 



 

 

 

スペインで起きた FIT による暴落

は制度運用のミスによると言われて

いますが、スタートしたばかりの日

本の FIT もよほど運用をしっかりし

ないと PV 産業そのものをダメにし

てしまうでしょう。同時に原発推進

側からの締め付けも続いています。 

３．市民共同発電所建設にとって

今の FITは? 

FIT以前のこれまでの PV市民共同発

電所は、5～10ｋW程度の小規模のも

のでした。採算が取れないこと、継

続性に難があったことが相まって、

資金調達を寄付型にせざるを得ず、

必然的に小規模となり地域への影響

はシンボル的な範疇に甘んじていた

のが実情です。FIT 施行後は各地の

市民団体による 50～100kW の小・中

型のものが企画され、地域（コミュ

ニティー）社会への影響力は、得ら

れる電力によってさまざまな運用の

可能性が語られるようになっていま

す。しかし、実際に実行計画と資金

運用を検討してみると、FIT だけで

は成り立たないことがわかってきま

した。これは資金調達に必要な金融

取引資格取得者や金融関係に強い弁

護士や会計士の確保、高圧接続の電

力会社との連系費用など、小規模に

なればなるほど負担が大きくなるた

めです。このような負担部分を共有

することを目的として、太陽光発電

所ネットワークでは「市民ファンド

サ ポ ー ト セ ン タ ー

（http://citizenfund.jimdo.com/ 

）」を立ち上げました。今多くの

相談と復興支援と連携した企画等が

実行されています。 

さらに見えてくるのは、今の FIT

は 500kW 以上のメガソーラ―でない

と事業が成立しない仕組みであるこ

とです。いわゆるソフトバンクの孫

社長たちの主張に合わせた制度設計

なのです。 

 

≪資源エネルギー庁 

[News Release11月]より≫ 

 

４．市民にとっての FITを！ 

注意しなければならないのは電力

会社との契約です。電力各社のホー

ムページ等で掲載されている FIT 

による事業者との契約条項には、思

わず絶句するようなものがあります。 

FITは 20年間固定価格で買取るこ

とは不変と思うのが常識ですが、よ

く読むと電力会社の判断で買取をや

めることができると解釈できるよう

な記述となっているのです。これに

はあわてて経産省から、系統接続の

契約の「ひな形」が作られました。

この「ひな形」とて、500kW 以上を

前提として作られています。市民共

同発電所は圧倒的に 500kW 以下なの

です。 

来季の価格の抑制が語られるなか

で言いたいのが、10kW 未満、500kW

未満、500kW 以上を 3 区分として場

合の 500kW 以下は据え置き、または

増額の価格設定の要求です。 

本当に地域コミュニティーを活性

化していく市民が主導する協同によ

る創エネルギーの実現が求められて

いるのです。 

 

 

 

「太陽電池モジュールの廃棄方法」 

大量普及、特に何枚枚とモジュールを使う

メガソーラ―では PV モジュールの廃棄は無

視できません。ソーラフロンティア社（以下

ＳＦ社）から以下の報告がされました。 

1. 現時点におけるモジュールの標準的

な廃棄方法についてＳＦ社の PV モジュール

は、一般産業廃棄物として処理が可能。 アル

ミフレームは、解体の上、金属としてのリサ

イクルを推奨しており、端子箱およびケーブ

ルも、解体により金属部のリサイクルが可能。 

パネル本体はガラス屑として溶融処理し、処

理後のスラグを再利用することが可能だが、

粉砕埋立てによる処分も可能。（溶融処理は

標準的なガラス屑の処理方法の一つ）  

2. 廃棄におけるセレンの扱いについて  

SF 社のモジュールはシリコンではなく CＩ

S の化合物です。太陽電池モジュールはセル

の成分としてセレンを含有しているが、ガラ

スの厚みが約 2cm+約 3cm あるのに対し、CIS

太陽電池素子部の厚さは 2～3μmで、製品の

セレン含有率は極めて微量であり、第 2 種特

定有害物質に指定されていますが、特別管理

産業廃棄物に該当するか否かは溶出基準によ

り定められており、製品や、ガラスと共にス

ラグ化した状態では、この基準を超えること

はないと判断。 仮にメガワット規模のモジュ

ールを一斉に廃棄する場合でも、現行の規制

で特別な管理対象でないとのことです。 



 

 

市民ファンドサポートセンター 

                                            
第 2 部 PV-Net 市民ファンドサポートセンターの取組 

都筑建 

昨年度末よりＦＩＴの 7 月からの施

工予定をにらみながら PV-Net とし

て市民ファンドサポートセンターの

設立を準備してきました。 

そもそも市民ファンドとは何か? 

朝日新聞によれば 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

市民からの寄付を中心に、市民の活

動に助成をする、市民が運営する基

金で、様々な形があります。 

(1)寄付受け入れの多様性 

(2)助成先の透明性 

(3)運営主体の市民性 

・・・が要件とされる。行政よりも

助成や融資の柔軟性が高い上、市民

からの政策提言や政策推進の機能も

合わせもつものです。 

更に地域の住民や企業の出資を得て

設立される基金。町造り、高齢者介

護、学童保育など、その地域に必要

なサービスを、行政よりも柔軟に提

供するために設立されることが多く

あります。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 市民ファンドとして PV-Net には

PV-Green ファンドがありますが市

民共同発電所建設などのために新た

に作ろうと言う訳ではありません。

市民ファンドサポートという意味は

各地で試みされている市民ファンド

を活用して市民共同発電所作ろうと

することに対してサポートするとい

うことです。ＦＩＴ法ができたこと

でその必要性は非常に多く、相談が

増えていました。その為に当初から

次の点を軸としてサポート体制を作

り事業として作っていこうと考えて

検討してきました。サポートの主眼

として以下ことを基軸としました。 

1 市民性                                                                  

１）市民主体を最大追求する。 

２）行政と企業等との協働も具体化

する。                                                      

2 地域性                                                                     

１）地域主体で進める。 

２）センターによるさまざまな課題

の共有と調整を図る。 

3 採算性                                                                     

１）買取（ＦＩＴ）法内容によるの

でその決定を待つ。 

２）基礎となるお金（ベースファン

ド）が得られるような協賛団体や企

業との連携も考える。 

３）５～7年償却を目指す。 

４）配当率は市民が納得するものと

する。                                                        

4 持続性                                                                     

１）段階的に運用を広げていく。 

２）継続的運営げできる体制として

いく。 

この基本的軸は今も変わっていませ

ん。                                                   

サポートセンターの目的は「広く市

民から、市民共同発電所建設の為の

出資を呼びかけ、市民共同発電所の

建設を拡大するためのサポートを行

う」としました。        

サポートする市民ファンドの内容は

次のようなものがあります。 

1.匿名組合方式 

2.借入金方式 

3.適格投資家方式 

4.その他 

 

 

＜現在サポート中の事例＞ 

表の通り全国にまたがってサポート

が広がっています。

 

 



 

 

＜市民ファンドサポートセンターのサポート内容＞ 

市民ファンドサポートセンターでは実際にサポートする

項目を下の表にまとめて示します。 

市民共同発電所を作る時、運用する時、運用後 10～20

年間のフォローについて相談を受け付けます。 

 

＜サポート時の流れと体制図＞ 

市民共同発電所を作りたい人たち・団体に対してのサポ 

ートと市民ファンドへ出資をしたい人人たちや団体への

サポートのそれぞれの流れを下記に示します。この流れ

にこだわらず、相談を受け付けています。 

                                                                                                                                 

    

全体のスキーム図● 
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通常総会報告 

太陽光発電所ネットワーク 2012年度通常総会              
                                            

第 1部 

 

開会宣言そして代表理事挨拶を

藤井岩根代表からいただき総会はス

タートしました。 

“原発”という負の遺産を後世に残

さない社会作りを目指す為に太陽の

エネルギーをうまく使った安心・安

全のエネルギー体系を我々は知恵を

出し合って作っていかねばならない。

その為に PV-Net の役割はどういう

ものだったのかを今ここで再確認し

ていこう。メガソーラーが多く語ら

れる現在、儲かる儲からないの話で

はなく PV-Net 独自の観点から議論

を進めて行きたいと思います。(藤井

代表理事：談) 

理事紹介では全員前に御登壇いただ

き一言づつコメントも頂きました。

下段写真右から藤井代表理事・野原

副代表理事(愛知より)・横谷副代表

理事(横浜より)・都筑専務理事 (事

務局長)・梅澤理事(群馬より/財政部

担当)・武田理事(愛知より)・田中稔

理事(東京)・國井理事・松田理事(埼

玉より/普及広報部担当)・岸本理事

(関西より)・田中東紀男(静岡より/

組織部担当)と一同集合です。 

議長選出で藤井岩根代表理事、野原 

副代表理事が選ばれ、議事録署名人

と資格審査委員を選出では 

議事録署名人に神奈川地域交流会世

話人岡野庄太郎さんと田辺啓平さん、 

資格審査委員には埼玉地域交流会世

話人國井範彰さん、静岡地域交流会

世話人田中東紀男さんと伊藤博文さ

んが選出されました。定足数報告は

國井さんより出席は正会員 66 名に

事前の委任連絡を含めた合計 710 名

は 7 月 11 日時点の会員数は 2002 名

の定足数の 1/4 以上を満たし総会が

成立した旨を報告されました。 

1 号議案「2011年活動報告」・・・

2011 年度は６つの行動指針をもう

けてきたが、その中でも復興支援～

被災地報告では(a)自立運転が重要

である(b)学校公民館等避難所に PV

の設置が少なく携帯等通信手段の充

電ができない等の内容がありました。

又、被災地を離れ、国内全体では PV

普及が目立ち始めているが、さらな

る市民に対する太陽光発電、省エネ

エコライフに関する政策提言や相談

受付を行ってきたが、特に自治体関

連では神奈川県の委託事業「神奈川

ソーラープロジェクト」(3 月終了)

設置も大きな役割をはたしました。

この様な相談活動の他に PV 環境価

値の“見える化”、グリーン電力の

普及・販売活動も報告されました。

又、一般会員の強化、財政基盤の強

化も述べられましたが、各地域の活

動報告は議案書に丁寧に報告されて

いるように今年も活発な活動が行わ

れてきたとの報告がありました。 

2 号議案「2011年決算報告」の質

問コーナーの場では報告書の体裁と

して事業別に見やすくならないかの

要望・意見も出されました。 

3 号議案「2012年活動方針」では

太陽熱も含む太陽エネルギーが持つ

有形無形の環境価値の活用した「ス

マート・ソーラー・ライフ」の提案

がなされ、独立系の発電パネルから

市民共同発電所作りまで幅広く今期

の活動指針が話されました。各地域

の今年の展望、PV-Greenの展望も話

され、4 号議案「2012 年度予算」へ

と続き、休憩は挟んで第 2 部に移り

ました。 

休憩時間には静岡市民共同発電所

の掲示物コーナーや各書籍の販売コ

ーナーも設置されておりました。 

<國井理事は定数報告準備の為この時、↓この写真に入っておりません。> 
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通常総会報告 

太陽光発電所ネットワーク 2012 年度通常総会              
                                            

第 2 部 

宮古市における被災報告を 

菅原省司様から 

 

2011 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分、

みなさんはどのように過ごしていた

でしょうか。私は自宅隣にある事務

所で、2日後に開催する予定だった、

アウトドアコーチ養成講座の打ち合

わせ中でした。当然、打ち合わせは

中止に。自宅に戻った私は、現状を

確認しようとテレビを付けましたが、

一瞬で停電してしまい、ほどなくし

て揺れが収まったのです。津波は来

るのか？ 来ないのか？ 情報がま

ったくないなかで家内と相談し、再

び帰って来ることを信じながら、身

一つでクルマに乗り、家から 3 分場

所になる高台のお寺に逃げ込みまし

た。到着後、私たちが逃げてきた道

は渋滞し、30名近くがそのまま波に

飲まれてしまったといいます。岩手

の人たちは普段から津波に備えてい

たはずなのですが、それでも多くの

人たちは、到達までに 1～2時間はか

かると思っていたわけです。ところ

が今回の震災ではわずか 30 分で来

てしまいました。さらに、安全だと

信じられていた宮古市の巨大防潮堤

もあっけなく壊れてしまった。ニュ

ースでは当初 60 センチと言われて

いた津波の高さは、3m、6mと次々と

訂正されていきました。最初の情報

だけを聞いて、逃げなかった人も多

くいるでしょう。自然災害の前では、

安全と言われていることも、すべて

鵜呑みにしないほうがよいのかもし

れません。 
地震が起きる直前、私は乾いたよう

な地鳴りを感じました。いま思えば、

あれが大地震のサインだったのだと

思います。それから停電。電気とい

うのは、何か異常があった時に止ま

るようになっているんですね。数分

経っても復旧しなかったため、ただ

ごとではないと判断して、私たち夫

婦は逃げました。津波情報も最後ま

で聞いていたら、逃げ遅れてしまい

ます。ですから情報というのは参考

にする程度で、災害への対応で大切

なのは、自然への畏怖の気持ちであ

ったり、危機を察知する動物的な感

覚が、最終的には重要なのだと実感

しています。 

いまや、日本のどこで災害が起きて

もおかしくない時代ですが、「必ず

起きる」ことを前提に準備してくだ

さい。パニックになると、正しい行

動を判断することが難しくなります

が、いざという時のシミュレーショ

ンを頭の隅に置いておくだけで、パ

ニックは半分になり、冷静な判断が

取れるようになります。災害に対し

ては、ただいたずらに恐がるのでは

なく、どうか正しく冷静に恐れてい

ただきたいと思います。 

 

岩手県内の PV 普及について～震災

から何を学び、どう生きるか～ 

NPO 法人環境ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟいわて 

佐々木明宏様から 

 

電気・ガス・ガソリンといった大規

模システムのライフラインが途絶え

てしまうと、点滴が止まるように命

も途絶えてしまう――。東日本大震

災は、私たちの生活がいかに脆いバ

ランスの上にあることを思い知らせ

てくれました。その一方で、廃食油

から作るバイオディーゼル燃料で走

るクルマが、ガソリン不足の被災地

で、物資を運ぶ助けとなりました。

つまり、いざというときに命を救う

ことができるのは、大規模システム

に支えられたエネルギーではなく、

私たちの身の回りにあるわずかなエ

ネルギーだということがわかったの

です。このことは、震災を経験した

私たちが今後どのようなエネルギー

を選択するのか＝どのような社会を

選ぶのか、という問いへの 1 つの答

えと言えるのではないでしょうか。 

岩手県では現在、災害時にも電力供

給が可能な太陽光発電システムの導

入を進めようと、補助金交付を行な

っています。家屋に被害を受けた方

が、建物の修繕や新築を行う場合を

対象としていて、その数は伸びてい

ます。今後は、エネルギーを自給す

ることがが、被災地での仕事づくり

につながるプロジェクトの必要性が

あると考えており、屋根貸しや市民

出資など、さまざまな事業の可能性

を検討中です。 
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今回、リニューアルした「会員の広場」。みなさまからの投稿がクロスする、自由気ままな交流の場となること

を期待しております。再開第 1回目の募集テーマは「節電しても豊かな暮らし」。これからも引き続き必要とされ

る省エネ・節電の取り組みですが、ケチケチ、ガマンだけでは長続きしませんよね。ご紹介する 5名の方々は、考

え方を変えるだけで簡単に実践できる節電方法から、自作の蓄電装置のアイデアなど、さまざまな方法で日々の省

エネ・節電に取り組んでいました。 

 

省エネ術“生活家電は最良のパー

トナー・・・・西田三千男 

3.11 後、エネルギー問題は常態

化し、長期にわたり夏季・冬季の節

電対策は必至の情勢です。みなさん

のご家庭では、いろいろな知恵と工

夫で乗り切っていると思いますが、

さらなる意識変革が必要です。そこ

で、今年 8月関西地域交流総会で「話

題提供」としてお話した内容の要点

のみを紹介し、みなさんのご参考に

なれば幸いです。 

「省エネ」取り組みは、3つのス

テップで実践をしましょう。（1）こ

つこつ省エネ：エネルギー消費の無

駄を賢く省き、知恵と工夫で省エネ。

（2）ものぐさ省エネ：優れた省エネ

家電への買換えや住まいの断熱対策

で一気に省エネ。（3）創エネで省エ

ネ：自然エネルギーの恵みを生活に

活かし尽くす省エネ。 

PV－Net会員の方は、これらすべ

てを取り組み済みであることは承知

していますが、その取り組み深度は

さまざまだと思います。そこで私が

提案する、さらなる意識改革につい

て述べます。普段みなさんが使って

いる家電機器を単なる“物”と捉え

て使っていませんか？ 私たちが豊

かな暮らしができるのは、家族があ

り、家電機器があるおかげです。家

電機器を”物”と捉えると、「使い

方」という考えしか及びません。そ

こで視点を変えて、“家族と同じパ

ートナー”と考えてみてはいかがで

しょう。そうしたら「使い方」のほ

かに「扱い方」「いたわり方」が加

わります。家電機器を擬人的に考え

“最良のパートナー”として捉え、

機器に対する愛情ある考え方が加わ

れば、さらなる省エネと機器寿命が

延びるという一挙三得効果が生まれ

ます。この考え方は、昔私たちの先

祖が生きるために必要な“自然”や

“あらゆるもの”に対する敬愛の念

を培ってきた素朴で純粋な思想なの

です。現代の人はそれを忘れていま

せんか？ ということです。まずは、

家電機器から始めて、身の回りにあ

る“あらゆるもの”に思いを巡らせ

ていきましょう。生活の仕方が変わ

れば、いま以上の好循環がきっと芽

生えてくることと信じています。 

 

節電は仲間でやると効果的! 

・・・・林 彰一 

この夏は、ちょっと仰々しいです

が、「しながわネガワット発電所」

試運転プロジェクトなるものにチャ

レンジしてみました。ご承知の方も

多いと思いますが、ネガワットとは、

節電した分は同量を発電するのと同

じ効果だということを意味する、最

近注目のキーワードです。お金を出

しあって本物の発電所を設立するわ

けではなく、いわゆる節電クラブの

ことで、“仮想の”草の根発電所と

いったところです。7 月から 9 月ま

での 3 ヵ月間、電子メールでやりと

りしながら試運転してみました。急

な思いつきだったため、結局 5 家族

という小さな規模の節電グループ活

動でしたが、得たものは大きなもの

がありました。 

成績については、今年の酷暑にも

かかわらず、昨年より 11.2％もみん

なで節電し、ひねり出した 3 ヵ月間

のネガワット総発電量は、575kWh に

もなりました。 

数字以上に印象的だったのは、み

んなで一緒にやることの意味につい

てです。5 家族それぞれ生活事情や

設備事情は異なり、やむを得ず消費

量が増える月も出てきます。「今月

は足を引っぱった」と思っても、他

の家族がそれをカバーして余りある

成績を残してくれたりと、スポーツ

の団体戦さながらのチームワークが

発揮されました。ひと家族だけだっ

たら、うまくいかない月が続けば挫 
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折しかねません。みんなでやれば、

同じような気象条件で他の家族はど

んな工夫で乗り切ったのか知恵を借

りることもできます。 

例えば、あるご家庭のまねをして、

日射の強い時間帯に南西側の使って

いない部屋の雨戸を閉め、居室では

極力扇風機を使う暮らしをしました

ら、効果抜群でした。 

このようにして成果が出たご褒

美は、仲間ができた楽しさと、電気

料金の節約、そして達成感でした。 

 

節電効果の高い空調の省エネ 

・・・・鷲尾功治 

家庭での電力消費がもっとも高

いのが空調ですので 我が家ではエ

アコンの空調効率を考えています。

冬は暖気が天井に、夏は床に停滞し

ますので、「エコシルフィ」という

対流ファンを天井に取り付けること

で、温度ムラをなくし、設定温度の

適正化を実現しています。扇風機・

サーキュレーターですと拡散した風

になり、部分的な解消にしかなりま

せん。直線的な微風が癒しの風を創

造してくれていますので、とてもさ

わやかですよ。 

さらに、究極の省エネはエアコン

使用しないことと、日差しをさえぎ

り、風を取り入れる、パッションフ

ルーツのグリーンカーテンを植えま

した。ゴーヤよりも成長が早く、フ

ルーツが味わえます。このほか、太

陽光のモニタリング・省エネナビで

見える化をして、節電意識を家族で

楽しみながら HEMS 構築を推進して

います。 

 

使わなければならない電気の

省エネ法・・・・中川善樹 

ムダに電気は使わないのは当然

ですが、使わなくてならない電気も

あります。見える化ツールの PV モニ

ターや省エネナビ、さらにインター

ネットやネットワーク機器がありま

す。これらの電気はできれば安い電

気を使いたいと考え、安い夜間電力

（23時～7時：11.82円)や太陽光発

電の余剰電力をうまく使って蓄電し、

電気代の高い朝（7 時～10時：25.20

円)、晩（17 時～23 時：25.20 円）

にシフトして使うことのできる“タ

イムシフトマシン”を自作しました。 

バッテリー充電は 8時間、放電時

間は負荷機器の消費電力なら約 11

時間可能です。下図にシステム構成

と負荷機器の接続図、そして写真は

蓄電システムを暮らしの中にそれと

なく溶け込ませるためビルドインさ

れたテレビ台です。 

 

電化製品 昔はなかったという視

点で・・・・佐藤史子 

私はもともと洗濯をこまめにし

ませんでした。昭和 30 年代まで洗濯

機はなく、母が手洗いしていて大変

だったのを見てきました。お風呂も

家にはなく、6 人家族では銭湯にも

こまめには行けなかったと覚えてい

ます。銭湯に行ったら下着を着替え

るという感じだったので、「着たら

洗濯」ではなく「汚れたら(それほど

ではないが)洗濯」という意識をずっ

と持っています。洗濯機が登場する

ようになってからは、着たら毎日洗

濯するという習慣ができ、行き過ぎ

た清潔志向になっているように感じ

ます。震災にあった方々は、何週間

も洗濯も入浴もできなかったと聞き

ます。夏に汗をかいたものは手洗い、

その他はだいたい 1 日おきに洗濯で

充分ではないでしょうか。もちろん

大人数の家族や、乳幼児のいる家庭、

スポーツをやる人や屋外労働の人が

いる家庭などは例外ですが。いまは

全自動洗濯機が当然のように普及し

ていますが、私は二槽式を使ってい

ます。最後の水を有効に使うことも

節約になります。洗濯後脱水時間を

短くすればアイロンをかけないで済

む衣類もあります。電化製品がある

から使うのではなく、昔はなかった

という観点で見ると、楽しく節約が

できるということ、そして掃除など

は、電気を使わず手を使う方がきれ

いになるということも発見しました。 
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自然エネルギー学校報告 

第 2回自然エネルギー学校 in 小諸エコビレッジ        
9月 29日、30日の二日間、小諸エコビレッジ秋祭内にて「第 2回自然エネルギー学校」開催が開催されました。    

 

第 2回目となる今回のテーマは、「市

民ファンドを利用したミドルリス

ク・ミドルリターンの市民共同発電

所の作り方からパネル設置、メンテ

ナンスの実務の現場まで」がテーマ

です。 

 

 

7 月よりスタートした固定価格買取

制度によって注目を集める市民発電

所事業において、市民ファンドを活

用した資金集めや運用方法、さらに

は発電所づくりの具体的な実務の基

礎を、約 50 人の参加者とともに 2

日 間じっ くりと 学びま した。

 

<一言も聞き漏らさないよう真剣な表情> 

短い告知期間にも関わらず多くの方

が集まり、九州、東北と遠方からも

足を運んだ方もいらっしゃいました。 

 

 

<I-V トレーサーを使い参加者自身でパネル

の電流-電圧出力特性を測定> 

  

<故障診断装置を使ってチェック中> 

 

参加者は、PV-Net会員の方から一般

の方、仕事や NPO で発電所事業に取

り組もうと考えている方など、職業

も年代も住んでいる場所もさまざま。 

同じ志を持った人たちが一堂に集ま

ったということもあり、夜の懇親会

も大いに盛り上がりました。 

 

<自己紹介コーナーでは各人の参加への熱い

想いをたっぷり語っていただきました。> 

 

 

<太陽光パネルの設置場所を探し 

エコビレッジ内を散策> 

 

 

<設置できそうな場所を 

模造紙にまとめていく> 

 

 

 <3班に分かれての発表> 

 

台風 17 号の接近で天気が心配され

るなかでのイベント開催でしたが、

参加された方々の熱い想いに応える

ように、何とか持ちこたえてくれま

した。PV-Net にとっても、地域の

方々の市民発電所事業への感心の高

さ、期待をヒシヒシと感じた 2 日間

でした。 
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#2 小諸自然エネルギー学校 

#2自然エネルギー学校参加者アンケート                             

２日間の参加者アンケートから抜粋してみました。 

 

【設問】参加理由や動機 

〇市民ファンドを検討している市町村がありそこに活用

したかった〇川崎市や福島県内で市民発電所プロジェク

トを進めているが、経験者が少ないため、多くの実例か

ら経験を学びたいと思った〇知人に教えてもらい、市民

ファンドの具体的な作り方を学びたいと思った〇農業活

性化企画に取り組んでいるなか、PV-Net の案内を聞き、

参加した〇地域で実務を行う際に、経験者の実地での取

り組みを直に聞きたかった〇PV について多面的に学ぶ

ため〇第一線の方々から実学講座で学べる絶好の機会だ

から〇市民ファンドづくりを計画している〇太陽光発電

を使用していることと、PV-Netからの誘いがあり参加し

た。交流と企画の概要を知りたかった〇独立系設置のた

め参考になることがあればと思った。個人で全量買取向

けのシステムを運用するための参考にもしたい〇市民共

同発電所の実現に向けた知識・情報を得るため。そのた

めの交流も（50代男性）〇市民共同発電所の建設に興味

がある〇実学＆セミナー、市民ファンドの内容を体験し

たくて応募〇市民ファンドの内容等の講義を聞きたかっ

たから〇ファンドの勉強をして、事業化の参考にしたい 

〇埼玉県での市民ファンド立ち上げのために勉強に来た 

〇ファイナンス、メンテナンス等の実践的で役立ちそう

な内容だったので〇自宅に 2 系統 15ｋW を設置している

が、今回の FIT で自宅で 20ｋW 程度を設置したいと考え

ているため。さらに地元で中規模 50kW 程度が設置できれ

ばと考えている〇市民共同発電所を実践しようと考えて

いるので〇事業の予備調査として参加。 

 

 

 

 

 

【設問】参加しての満足度やご意見を 

〇非常に内容が濃くためになった〇内容についての積み

重ねを行い、もっともっと充実させていただきたい〇座

学では広い範囲を学ぶことができた。実学も太陽光発電

システムの設置を具体的にイメージできるきっかけとな

り、また仲間も増え、大変楽しく充実した時間をいただ

いた〇総合的に（ファイナンスから技術、実践まで）学

べたのが良かった〇盛りだくさんで多くのことを学べさ

まざまな方とコミュニケーションさせていただいたこと

も良かった〇エキスパートの講師の方々をよくこれだけ

揃えられたと思う。市民ファンドで十数年運用、運転し

ていくなかで、リアルに発生する不具合への対応ポイン

ト、設計段階や竣工時初期値の計測記録の必要性もよく

理解できた。本当に実践的で濃い内容だった〇質問の時

間をしっかりとってほしかった。内容が盛りだくさんで、

お得ではあったが、一つひとつのテーマが薄まった気が

する。それが少し残念〇PV-Netの活動、参加者の各々の

活動、情報、PVに関する事例を知り得て、大いに参考に

なった。〇メーカーの方の説明がとても参考になった〇

10kW以下の小規模なものを目指しているが、十分役に立

つ内容でした〇満足。時宜に応じた内容だった〇実地体

験型セミナーを今後とも体験したい〇島田さんの話をも

っとゆっくりと詳しく聞きたかった〇市民ファンド、匿

名組合について知識を得られた。不具合検知は具体性が

あり良かった〇I-V カーブの波形説明がよかった。 



各地の発電量データと太陽光発電所マップ

システム写真を募集します

太陽光発電所マップにみなさんのシステム写真を掲載

します。掲載を希望される方は、写真にコメントを添えて

事務局会報係までご応募ください。ご応募の際は、お名

前のほかに必ず会員番号をご連絡ください。

島根県
　９人
　20,499kWh

岡山県
　４人
　70,429kWh

山口県
　49人
　222,257kWh

大分県
　91人
　634,720kWh

福岡県
　96人
　777,327kWh

長崎県
　27人
　59,619kWh

佐賀県
　40人
　281,526kWh

愛媛県
　19人
　98,387kWh

高知県
　２人
　62,360kWh

香川県
　19人
　385,896kWh

徳島県
　６人
　138,606kWh 岐阜県

　41人
　469,557kWh

和歌山県
　２人
　5,325kWh

奈良県
　20人
　97,058kWh

三重県
　35人
　363,692kWh 山梨県

　132人
　1,680,570kWh

静岡県
　224人
　2,901,144kWh

愛知県
　104人
　988,044kWh

広島県
　26人
　8,039kWh

沖縄県
　８人
　50,220kWh

鹿児島県
　10人
　58,403kWh

宮崎県
　53人
　878,584kWh

熊本県
　15人
　120,076kWh

鳥取県
　14人
　47,992kWh

兵庫県
　53人
　371,973kWh

福井県
　５人
　88,946kWh

青森県
　５人
　64,986kWh

秋田県
　２人
　　kWh

新潟県
　８人
　99,349kWh

岩手県
　６人
　109,292kWh

茨城県
　96人
　1,059,242kWh

千葉県
　167人
　1,833,910kWh

福島県
　３人
　61,102kWh

宮城県
　６人
　29,756kWh

山形県
　５人
　45,104kWh

栃木県
　126人
　1,173,339kWh

群馬県
　59人
　807,267kWh

長野県
　45人
　203,575kWh

埼玉県
　191人
　2,157,946kWh

神奈川県
　275人
　3,153,390kWh

東京都
　292人
　2,540,409kWh

北海道
　13人
　130,751kWh

富山県
　53人
　122,509kWh

石川県
　１人
　　kWh

滋賀県
　17人
　186,058kWh

大阪府
　58人
　528,758kWh

京都府
　57人
　584,811kWh

2012年11月9日
現在の会員総数＝

2,625人

※賛助会員（６法人）及びこれまでの
　準会員も含まれます。

2012年11月9日現在の
　発電量全国累計

25,870,643kWh

※2003年５月以降、登録された
　分のみの発電量

3kW、約15年になります。一度パネルを入替えました。
西側の建物で午後３時過ぎから一部影になりますが、
毎年三千以上の発電が続いてます。(A03069719山梨)
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発電所長のつぶやき                              
毎月の発電量を送ってくださる会員さんのコメント（事務局への通信欄）を「発電所長のつぶやき」として発信します。 

 

●8月の通信欄より・・・ 

昨年同様日照時間多かった、発電量としては好調で

あった（東京都 Wさん）。・いつもお世話様になりま

す。お陰様で順調に発電しています。8月は好天( 暑

すぎましたが )恵まれ過去最大となりましました。先

にお願いしましたが PV カルテ今年でいっぱいです新

しいものを一枚送り頂きたく、これらを copy を使い

たいと、よろしく（神奈川 K さん）・5 月 15 日に再

度故障（E-50)したが、業者に修理してもらった（修

理費０円）今回は１日で回復。（神奈川 Aさん）・遅

くなりました、申し訳ございません（福岡県 Hさん）。 

 

 

●9月の通信欄・・・ 

先月よりパワコンの数量と、総発電の数量(発電量)

が同じくなっている！（愛知県 Oさん）・先月の全量

買い取制の質問御回答ありがとうございました。（東

京都 Ｍさん）・いつもお世話さまです。（神奈川Ｋ

さん）・よろしくお願います（千葉 Ｋさん）・特に

有りません（東京Ｋさん）・今年の酷暑つづきだが、

９月に入っても余り発電量が落ちずに発電したのと、

入浴法も変えた為、購入電力も節減できた。（東京都

Ｗさん）・先月はご解答のお電話を頂きありがとうご

ざいました。（岐阜県Ｆさん）・9/25 メータ測定員

より今月は売電量が少ないと言われ過去月を調べる

とびっくり。目下シャープへ調査依頼中です。が 9/30

現在連絡ありません。（茨城県 Ｋさん）・こんにち

は、いつもありがとうございます。ついついためてし

まいました。ごめんなさい。トラブルのないように思

いますが……。台風の影響が少なければ良いと思    

います。（静岡県Ｓさん） 

                                                

     

 

●10月の通信欄・・・ 

10 月は過去最高の発電量でした。（千葉県・Ｋさ

ん）・いつもお世話にさまです。寒くなってきました、

皆様にご健勝をお祈ります。（神奈川Ｋさん）・PM3:00

現在での降雨日４日と少ない 10月としては最高の PV

量でした、従って発電自給率も 100 達成。今月も新計

器(H22)取り付けの検定 NO,1NO2の発電量各 KW補足済

み。（東京都・Ｗさん）・施工時に２階のコードを束

ねて接続箱へ降ろす際、まとめるホースの口を上向に

設置したため、こーキングを施してあっても隙間から

雨水が入る。自分でペットボトルを切って傘にしてホ

ースの上にかぶせた。（奈良県・Ｆさん）・変換器当

時の製品が無く屋外品とのこと、交換に 10 万円要求

されております。10/29日建屋調査に来ましたがシャ

ープ社員は来ず、いつ交換できるか不明です。保証期

間が過ぎるとこんなものなんでしょうか!! （茨城

県・Ｋさん）・大変良好な発電しています。（愛知県・

O さん） 

 

 

           COLUMN-1 

(写真提供:日比谷花壇) 

イルミネーションのグリーン電力化は街の身だしなみ 

 
今年も PV-Net グリーン電力証書の全国からの申し込み集中・・・

熊谷ニットーモール、イオン(水戸内原/木曽川/日の出/太田/むさし

村山/甲府昭和)、佐賀(とす/ミラージュ J-Styl)、八王子・東急スク

エア、渋谷マークシティ、イーアスつくば、東急キャピタル、大阪

御堂筋イルミネーション、小諸光ファンタジー等々、まだまだ全国

制覇ではないですが、どんどん増やしていきましょう。K.Fujii
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川柳 2012  
前号では掲載できなかったコーナーです。申し訳ありませんでした。(編集部) 

 

昨今ほど、ＰＶが再生可能エネルギーの代表として

持ち上げられ､喧しいのにはあきれるばかりだ! こ

ちとらは、13 年前からＰＶを設置して、余生を送っ

ているのだ。ＰＶを金儲けの道具として､また､原子力

の代替えなどと嘯き、持て囃している胡散臭い輩には、

トホホ･･･だ。三丁目の夕日よりも前の時代。街頭テ

レビが全盛の頃､ＮＨＫラジオで､毎週土曜日の午後 7

時半から、とんち教室（今の笑点？）に､折句があっ

た。太陽光という題で、作ってみよう。 

 

「太古から 陽はまた昇り 光射す」 

 

閑話休題。 

ＰＶ川柳に行こう。今回も、川崎の五右衛門氏から、

傑作を頂戴した。 

「省電は やればやるほど 新しい」 

「無い電気 使わないのが 心意気」 

この 2句は、2月全員集合イベントの五右衛門氏感想。 

「「民間」で 原発実態 白日に」 

この句は､2月 28日にまとまった、民間の立場から福

島第一原発事故の原因を調べる「福島原発事故独立検

証委員会｣報告書に刺激を受けた作品という。 

 

 

 

「大雪で 快調ＰＶ 一休み」 

「川崎の 五右衛門風呂は 絶好調」 

五右衛門家のお風呂は、太陽熱温水器で追い炊きはバ

イオマス燃料（薪のこと）で CO2の発生は「ゼロ」と

粋がっています。 

三丁目の夕日よりも前の時代は、今のＪＲを省線とか

省電といったのをご存じだろうか。 

埼玉のＷ－ＸＹＺ氏のご紹介しよう。 

「メガソーラー よりも蓄電池 のが先だ」 

「カナダから 再生エネルギー 直輸入」   

これは 2 月全員集合イベントのＷ－ＸＹＺ氏感想だ。 

一首目は、太陽光は結構だが､雨天や夜間の電力の手

当はどうする。これこそ、原子力推進派を喜ばすだけ

だろう。太陽の仮面をかぶった原子力推進派は､われ

われ PV-Net の仲間なの？二首目は､日本と時差が 12

時間違うカナダから電力を輸入すべしという氏の持

論とか｡何でもカナダの電源の 60 数％は水力で､時差

が変わらない米国に 2010 年は 437 億 kWh を輸出して

いる｡海底ケーブルで送電するわけだが､日本でも津

軽海峡線の実績や松島奈良尾線の建設が知られてい

る。サイエンスライターの私としては､１日も早い実

現を願っている。＜松田広行＞

 

映画『シェーナウの想い』上映会 

10 月 3 日、東京・神田神保町の専修大学で、上映会を開催しました。

専修大学社会科学研究所と PV-Net との共催。この夏、PV-Net で専修

大学の学生をインターンシップを受け入れたことから、この上映会は

学生達が中心となり行なわれました。もう見られた方も多いと思いま

すが、映画はドイツ南西部の街・シェーナウ市の住民グループが、チ

ェルノブイリ原発事故をきっかけに、自然エネルギーの電力会社 が誕

生させるまでを追ったドキュメンタリー。日本人にとって決して他人

事ではないテーマとあってか、平日の夜という日程にも関わらず、 

 

COLUMN-2 

 

大学の先生方も含め、たくさんの人が駆けつけてくれました。 

(写真は上映後の都筑さんの講演とトークセッション)    
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山口から 

山口地域では、会計報告はきちん

とやっていますが、世話人会もろく

に開かれないような状況です。しか

し、色々な環境団体などと協力して、

この 3 年ほど子供のミニソーラーカ

ー（写真１）作りを色々なイベント

で開き、太陽光発電の意義の啓発を

行ってきました。キットを作製、提

供し、子供達は両面テープをはがし

て貼り付ける程度で 15分から 30分

くらいで組み立てます。晴天下では

良く走ります。材料費は太陽光パネ

ルが高価なので 500 円弱、その他、

モーター、プラダン、竹串、ボード

板など原価で 700 円くらいですが、

人件費ゼロでキットを手作りします。 

今年は、うわさが広がって多くのイ

ベントからお声がかかりました。5

月 3 日周南市「まんどころ来てみん

祭」＊、8月 18 日宇部空港「Happy AIR 

PORT宇部空港」、10月 14日山口市

「山口エコパークまつり」（写真２）、

28 日山口県「セミナーパークふれあ

いフェスタ 2012 秋」＊、11 月 4 日

「宇部まつり」、10 日宇部市「宇部

マーケット」、18日宇部市「エコフ

ェア 2012 in UBE」などで、200台近

くのソーラーカー作製イベントに協

力しました。これには、山口地域交

流会の宇部、周南、山口の各地域の

会員有志が協力していますが、とて

も人手不足。宇部市地球温暖化対策

ネットワークやイベント主催者の協

力を得てやっています。子供は 200

円負担を原則にしています。色々な

寄付・補助金をいただいて、これで

トントンです。会場では PV-Netのパ

ンフレットを配布します。パネル展

示もやっていましたが、子供の対応

に忙しく、パネル内容の改良もしま

したが、見る人がほとんどいない状

況です。 

 

又、山口県立南陽工業高等学校の生

徒さんが社会勉強として協力してく

れています。興味のある方にはソー

ラーカーキットのノウハウをお教え

します。（溝田忠人） 

 

関西から 

8 月 26 日のフォーラムは「Part1  

講演  ますます活躍する太陽光発

電 」と題して PVRessQ の加藤和彦さ

ん（工学博士 (独)産業技術総合研究

所  太陽光発電研究センター）に話

していただいた。PV設置者が 100万

人を越える今、PVの不具合発生を無

視して普及のみ追及することは、

後々に悪い評判を重ね、普及の妨げ

となる。その意味では時期に適った

ものとなった。「Part2 話題提供」

として以下の提案をいただいた。 

(a)省エネ・創エネ/西田三千男さん

(b)健康診断・相談事業/南里弘さん 

(c)市民の声・市民の力・市民のエネ

ルギー/三石博行さん 

Part1 をより具体的に補う内容であ

った。アンケートには PV-Net の活動

として、PV設置者の利益を守ること

への期待が多く綴られていた。 

 

・・・◆ところで、チベットへ旅行

された会員さんから聞いた話・・・

チベットにはいろいろなサイズ、い

ろいろな形の太陽光パネルが雑貨屋

の店先にガラクタのように売られて

いて、インバーター、コントローラ

ーなども簡単に手に入り、店の奥で

は、直流電気をそのままパソコンに

つなぎ IT生活を楽しんでいた。まさ

に地産地消、独立系の生活が実現で

きている。日本では、PVを設置して

いても、電力会社と縁を切ることが

出来ず、「買ってもらう」という関
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係に甘んじている。また大手電機メ

ーカーや、住宅メーカーによるスマ

ートハウスも、自分たちの関われる

範囲は無く、智恵、技術丸ごと買う

ことで手に入れることになる。特別

な専門家集団しか理解できないシス

テムは屋根の上の PV の不具合を放

置することになり、メンテナンスフ

リーをそのまま鵜呑みにすることに

なる。原発ムラを容認してきた背景

ともつながるだろう。風穴を開ける

のは一人ひとりが声をあげ、また智

恵をつけていくことなのだろう。 

(岸本康子) 

 

兵庫から 

我々は５０名程のメンバーですが、

相変わらず順番に、「財団法人 ひ

ょうご環境創造協会」に、１～２名

勤務しています。 

４年目ですが延べ９名になり、１１

月からは叉新たなメンバーが、１年

間、太陽光発電相談指導員として、

窓口相談を担当します、今回からは、

ソーラー発電のみではなく、ソーラ

ーネルギー全般についての相談指導

に当たります。叉メンバーのうち７

名は創造協会ＯＢとして、相変わら

ず県のイベントや出張コンサルに駆

り出されています。 

世話人会は、毎月開催し、補助金受

給で義務付けられた行事や、新たな

活動プログラムの検討及び打ち合わ

せをします、エコプラザには多くの

部屋が有り日曜日でも無料で開放さ

れているので、ＪＲ神戸駅前という

立地条件とも相まって世話人の出席

率も良好です。 

今年は４月２２日に金澤和夫兵庫県

副知事、泉美江子創造協会環境創造

部長を招いた昼食会を開催、３０日

には“スプリング８”で「ワット神

戸」等他のＮＰＯと共同で勉強見学

会を行いました。「ＬＥＤレリーフ

製作」の講習会は今後もシリーズで

行います。 

昨年の海外活動補助金申請で御縁の

出来た環境再生保全機構から１０月

１３、１４日の活動報告会（於池袋

サンシャインシテイー）に出席する

よう通知が有り、北方代表が国際環

境協力分野に参加しました。 

来る１２月２日（日）には今年度フ

オーラムを「ＰＶ－Ｎｅｔ Ｈｙｏ

ｇｏ主催、ひょうご環境創造協会共

催」で開催します、今年は金澤副知

事、加藤工博に講演を依頼し、県は

元より、各市町村のソーラープラン

ト事業担当者が出席して、兵庫県を

挙げての、勉強会に成ります。 

写真は７月１８日、移動月例世話人

会を六甲山上の神戸ゴルフクラブ

（日本最古）で開催、その後西宮市

の２０ＫＷ発電設備を見学しました。

世話人全員参加です。(北方龍一) 

 

静岡から 

「伊豆の国電気の畑」順調に稼働 

伊豆の国市の山の中に設置した市民

共同発電所は、９月１０日東電との

連系が終わり順調に発電、売電も進

んでいます。 

管理責任者の石川さんご夫婦が刈っ

ても刈ってすぐに生えてくる草の退

治に苦労しながらも守ってくれてい

ます。（石川さんありがとう）前に

も紹介しましたが、この発電所は

PV-Net が初めて所有する市民共同

発電所です。特徴は、遊休地（元牧

場）の有効利用であること、そして

手作りであること、資金は１口１０

万円の出資（借入金）者を募ってで

きあがったことなどです。 

設備能力は１８・２４kW、その周り

には個人ユーザーの設備がありあわ

せて５５kWのパネルが並びます。晴

れた日は富士山が見え 緑とおいし

い空気がいっぱい、山への昇り口に

は駒の湯という３００円の日帰り温

泉もあります。 

１１月１７日には各地の希望者を募

って見学会も開きました。１泊して

楽しい交流会になりました。来春に

は草刈り体験ツアーなどをしたらと

考えています。 

多くの方に見に来ていただき、屋根

だけでなく遊休地への PV普及もす

すむような、（この発電所が出発点

でいま岩手県野田村の設置が被災地

支援として取り組まれていますが）

そんな活動も各地域で進んだら面白

いとは思いませんか。(伊藤東紀男) 
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山梨から 

報告を 2 点行います。①７月 29

日（日）に小瀬エコブースに出展し

ました・・・3 年前から小瀬エコス

タジアム実行委員会が、ヴァンフォ

ーレ甲府の試合前にエコブースを設

け、環境団体に依頼して環境啓発活

動を行っています。今回は、PVネッ

トが担当し、PV ネットの宣伝の他、

3 年前に実行委員会が作成した「ソ

ーラーカー」体験や人力発電体験等

を行いました。「ソーラーカー」は、

古くなった電動車椅子をリメイクし

た物で、太陽光発電パネルや軽い車

体はサポーターや工業高校生が手作

りしてできた物です。 

 

エコブース活動の甲斐あって、甲府

のスタジアムは他県のチームスタッ

フが驚くほど環境に配慮したスタジ

アムとなり、ヴァンフォーレ甲府も

J2 優勝！ J１復帰！22 試合負けな

し新記録更新中！という素晴らしい

結果となっています。 

 

②山梨県エネルギー政策への提

言・・・山梨県は 2050 年にエネルギ

ー自給率 100％、CO2ゼロと言う目標

を達成するため、9 月県議会にて横

内知事が、「山梨県エネルギー局」

の設置、その下に、学識者等で作る

「山梨県地産地消エネルギー推進会

議」を置くと言うことを表明しまし

た。すでに先行して推進会議は動い

ているので、山梨県地球温暖化防止

活動推進センターが、再生可能エネ

ルギー普及に取り組む団体等に声を

かけて、センターのブレーンであり

推進会議メンバーでもある山梨大学

名誉教授に、それぞれの団体から提

出された提言を集約して 11 月の県

推進会議に持って行っていただくこ

とになりました。 

PV ネット山梨世話人会も、設置後の

メンテナンスの重要性、グリーン電

力証書の利用等について提出しまし

た。11月の県の推進会議後また名誉

教授から報告をいただくことになっ

ています。(芦澤公子) 

 

東京から 

〇市民共同発電所のモデルづく

り・・・小平市民有志が立ち上げた

「こだいらソーラー（ＮＰＯ認証

中）」と協働で出資型市民発電事業

のモデルづくりに取り組んでいます。

準備会は既に１１回を数え、毎回１

０名前後の出席者で活発な意見交換

をしています。最年少は現役大学院

生の大学院生Ｓくん。先行者の方々

から「場所探しが大変だよ」とお聞

きしていたのですが、小平のメンバ

ーのツテで設置場所はあっさり見つ

かりました（これぞ地域力！）。陸

屋根なので設置費が割高であること

に加え防水工事費がかなりかかる見

込みでしたが、アンカーを打たない

施工方法の業者さんがこれまた小平

のメンバーの紹介で見つかり、何と

か 10 年以内に費用回収できる見込

みです。 

メガソーラー乱立時代にＰＶ-Ｎｅ

ｔが市民発電所に取り組む意義は、

高々１０ｋＷの発電容量を増やすこ

とにあるのではなく、再エネ拡大に

参加できる機会を、ＰＶを設置可能

な一部の人だけでなく地域の全ての

人々に提供できるという点にあると

思います。その意義を実践するため

にも、広く一般市民から出資を募集

したいのですが法律の制約をクリア

するために苦労しています。 

〇ＰＶ設置者宅見学バスツアー・・・

杉並エネルギー会議（市民団体＋杉

並区）との共催。区のマイクロバス

をチャーターしてＰＶ設置者宅３軒

を訪問し、設置の動機や発電状況に

ついて生の声をお聞きしたり、カラ

ーモニターで「電気の見える化」を

体験してもらったり。最後は教室で

ソーラー入門ミニ講座。参加者が帰

られる際の「ありがとうございまし

た！」という言葉には満足感が滲み

出ていました。 

〇ミニ見学会・・・世話人と一般会

員との間のギャップを埋めるため、

気軽に参加できるミニ見学会（パナ

ソニックショールーム）を開催した

ところ、世話人以外で６組の申込み

がありました。これを第一歩として、



19 

 

地域ニュース発行、アンケート調査

など、地道な組織活性化活動に取り

組みたいと思っています。 

 

【写真：カーポートに設置されたパ

ネルを見ながら設置者の説明を聞く

見学者】 (田中稔) 

 

千葉から 

「恒例の地域フォーラムを開催」 

毎年の千葉地域交流会主催フォー

ラムを 10 月 14 日(日)流山市生涯学

習センターで開催しました。今回の

フォーラムは「太陽光発電＆省エネ

フォーラム inながれやま」とし、再

生可能エネルギーのみでなく、その

前に取り組む「省エネ」を重視した

内容としました。住まいや生活スタ

イルが省エネ化されていないのに太

陽光発電を設置しただけでの「エコ」

は間違いだからです。 

最初は、今大きく動いている PV 事業

の中核を担い超多忙の太陽光発電協

会・ソーラーフロンティア(株)参事

の杉本完蔵氏から「PV システムの普

及拡大と最新情報」で講演していた

だきました。 

PV の基礎から公的支援とその見通

し、我々が参加できる PV事業周辺の

具体的事項、固定価格買取制度なら

びに新参入事業者のことなど、広く

深い内容でした。海外商品の長期保

証の考え方などの質問に対して、分

かりやすい回答が印象的でした。次

は「住まいの省エネと太陽光発電の

実践レポート」と題し長年自宅の省

エネに取り組む千葉県地球温暖化防

止活動推進員の平手彰氏に講演して

いただきました。省エネの「気付き」

から身近な工夫を重ね、自分で窓断

熱や太陽熱温水器を導入、それらの

効果を電気、ガスなど光熱量（CO2

量）で削減効果を確認後、リフォー

ム着手、PV導入－の経過説明があり

ました。手作りの窓断熱（19 カ所）

は既成断熱窓に近い効果があったも

のの見栄えが悪かったこと（奥さん

に不評）、PV資金をどう調達したか

など興味深い話ばかりでした。 

後半は、市内企業・団体、市民団体、

市から報告していただきました。都

市ガス事業を展開する「京和(けい

わ)ガス(株)」から地域貢献含む環境

理念、活動方針、PV 取り組み、省エ

ネ・CO2 削減、「子供たちのため、

今何をなすべきか」などについて、

PV 事業を行っている「(株)ニチワ」

から、現場を見ず屋根裏構造も調べ

ずに見積書を出す業者への疑問、電

力会社からの設備費用請求問題など

について、流山商工会議所「流山市

太陽エネルギー活用センター」から、

信頼される太陽エネルギー相談先と

しての機能強化、PV導入の的確提案

など質の高いサービス提供について、

「省エネ市民会議」から、団体発足

の経緯、勉強会で実施したテーマ、

会員の測定データから見た CO2 排出

比較（結論は「市民は節電に努力し

ている！」）について、「自給エネ

ルギーの会＠流山」から「自然エネ

ルギーを地域で、市民の手で！」の

コンセプト説明、「PV パネル組み立

て」、「ミニミニ太陽光発電所を作

ってみよう」などのワークショップ

開催報告、「省エネエキスパート検

定」合格報告、最後に流山市環境政

策課から、PV設置補助金についての

経緯・説明と他市より高めにしてい

る苦心談などが紹介されました。 

全体 Q&A の後、ソーラーLED スタン

ドの抽選会（５台進呈）を行い閉会

としました。 

 

懇親会では、市民団体が PV普及活動

をしていることに新鮮な印象を受け

たとの感想や PV-Net との恊働を話

題に大いに盛り上がりました。 

【写真：平手氏講演】（新美健一郎） 

 

埼玉から 

埼玉からは「東海村原子力資料施

設見学会」と「相談員派遣依頼の件」

を報告します。 

「 東海村 原子力 資料施 設見学

会」・・・日本災害史上未曽有の被

害を出した東日本大震災に福島原発

事故による影響は甚大で、収束には

莫大なコストと、時間がかかりそう

です。そこで、原子力についての正

しい知識を得ようと日本原子力発祥

の地、茨城県東海村の「原子力科学

館」と、「東海テラパーク」【次ペ

ージ写真】などの見学会を６月３日

に実施しました。科学館では、巡回

バスで原子力研究機関の諸施設を見

学し、放射線について科学者たちの

足跡を追いながら、原子と原子力の

基礎知識、原子力と放射線の利用、

原子力の安全等に関する説明を受け

ました。バスの中では、事前学習、

３択問題 13 問に挑戦し、1位には 
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賞品が出ました。各コーナーでは、

基本原理を楽しく学ぶために、「が

っちりゾーン」、「じっくりゾーン」

に分けて、自分の好みに応じて学習

してきました。 

 

埼玉県地球温暖化防止センターを

運営する、NPO 環境ネットワーク埼

玉からイベント開催時に開設する太

陽光発電相談コーナーの相談員派遣

の依頼が埼玉地域交流会にありまし

た。9 月 22日（土）は、さいたまカ

ーフリーデー2012 というイベント

で、場所は大宮駅西口・鐘塚公園と、

10 月 13日（土）14日（日）は、イ

オンレイクタウンでのエコウィーク

キャンペーンで、場所は武蔵野線越

谷レイクタウン駅前、イオンレイク

タウン内のブリッジで行われました。

次に「相談員派遣依頼の件」の報告

は同じく埼玉地域交流会北義秀氏か

らお願いします。(松岡洋右) 

「太陽光発電相談員業務活動報

告」・・・埼玉地域交流会の北です。

私たちは、ここ数年、主な活動の１

つとして自治体や住宅展示場などの

委託を受け太陽光発電相談業務を実

施しています。皆さんご存じのよう

に、ここ数年太陽光発電業界は、固

定価格買い取り制度から始まり、設

置コストの低価格化、全量買い取り

制度と、動きが激しくなっています。

私たちには当たり前のことでも、こ

れから設置する方々にとっては情報

があふれて戸惑いがあるようです。

ここでは、担当した相談業務の中か

らあくまで私が感じたことを報告し

ます。 

【どんな人が来るの？】・・・比較

的若い方が多いです。年配の方も関

心があるのですが、元を取るのに十

年以上かかるため無理と考える方が

多いようです。 

【どんな質問が多い？】・・・一番

多いのは、太陽光発電ってどんな

の？という質問です。その際は、相

手の理解度を良く観察してやさしく

説明する必要があります。事前の広

報活動が不十分なせいか、本当に困

っている方が来られるのは少ないの

が現状です。しかし、中には本気で

設置を考えていて困っているという

方もいます。「適正価格は？」や「補

助金はいくらもらえる？」など、中

にはシステムの細かい点まで聞いて

こられる場合があります。そういう

方が来れば腕の見せどころです。 

【事前の準備は？】・・・来られる

方々に良く理解してもらえるように

一般的な書籍や資料（メーカーカタ

ログ、金融機関の融資制度、各自治

体の補助金資料等）を用意していま

す。しかし最も大切なのは相談者に

対する接し方（気配り）を習得して

いるかだと考えています。 

【今後の課題】・・・私はまだ数回

しか担当していませんが、以下のよ

うな課題があると考えています。●

太陽光発電に関する技術や動向等の

最新情報が必要。設置後の故障等の

情報（データベース）も必要。●発

電量推定や設置後のキャッシュフロ

ーなどのシミュレーションソフトの

用意。●「相談コーナー」があるこ

とを事前にポスター等で広報（でき

れば）。●省エネや他の環境に配慮

した機器についての知識（相談者の

関心は太陽光発電だけでない場合が

多い。ただし事実と使用感等の個人

的な感想は区別して話す必要あり）。

●温暖化や太陽光発電に関する資料

の掲示。ソーラークッカーもいい。

（話のきっかけになる。）●子供た

ちが楽しめるゲームやソーラーおも

ちゃなどの用意（家族連れの相談者

対策。楽しさをアピールし、人集め

にもなる。） 

【まとめ】・・・環境省は温暖化問

題について「普及啓発の時期は過ぎ

た」としているそうですが、まだ世

間一般の関心は低いようです。少し

でも皆さんのお役に立てるよう試行

錯誤しながら徐々に形を作っていき

たいと考えています。(北義秀) 

 

茨城から 

いばらき交流会新人世話人の鷲尾

です。スマートライフが楽しくな

る！「ソーラージャーナル」11月増

刊号を眺めていましたら、PV―NET

事務局長のお顔写真と記事が掲載さ

れていました。7月 28 日の総会以来

でしたので懐かしく記事を拝読しま

した。市民ひとりひとりが太陽光発

電に関わっていこうとすること、そ

の姿勢こそ、太陽光発電普及の源で

す。その動きが促進されるような仕

組みの提供をしていきますと力強く
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コメントされていました。（PV診断

システムの改良改善をいち早くお願

いいたします） 

さて活動報告ですが①7月 14 日・・・

水戸市国際交流センターにて新人世

話人参加していばらき世話人会の今

後の活動計画の打ち合わせをしまし

た。次世代エネルギパークへの見学

会・環境関連の団体との連携・参加・

太陽光、発電だけでなく HEMS に関す

る勉強会の企画です。②7 月 28

日・・・ 2012 年度通常総会に新人

世話人の私が参加し受付と労務作業

をボランテアスタッフでさせて頂き

ました、久々の力仕事で運動不足の

解消になりました。懇親会では各地

区の世話人の方々と楽しく懇談がで

き、初めての参加でしたので大変勉

強になり刺激になりました。③8 月

25 日・26日・・・笠間の建築設計を

している世話人邸のコンセプトハウ

ス見学、夜はバーベキューをして地

酒を酌み交わし懇親を図り、翌朝、

自家栽培の西瓜畑で西瓜刈りをして

から笠間市内観光をしてきました。

④9月 29 日・・・水戸の素敵な「ナ

チュラルガーデン」の世話人邸にて

エコめがね導入し HEMS（ホーム・エ

ネルギー・マネージング・システム）

構築中のご自宅を見学して来ました。

エネルギーの見える化はこれから大

切ですね。⑤10 月 10 日・・・「い

ばらき自然ネットワーク」会員にな

りましたので、「ソーラーシェアリ

ングの実証と展望」「農地利用の太

陽光発電の可能性と課題」のセミナ

ーに参加しました。農地の緩和処置

が有るといいですね。 

各地で金融機関主催の「再生可能エ

ネルギーの可能性と利用拡大の取り

組み」をテーマにしたセミナーを開

催し普及促進をしています。今後は、

環境ボランテア団体・大学のとの連

携により環境イベントへの出店参加

等も積極的に取り組んで行きたいと

思っています。(鷲尾功治) 

 

 

 

京都から 

PV-Net 京都地域交流会の発足は、

2008年「PV-Net 活動」を京都地域に

大キャンペーンした翌年の 2009 年、

その後毎年 2つのフォーラムと 2つ

のイベントを企画実行している。財

源は京エコロジーセンターの環境保

全活動助成事業の支援を受け継続し

てきた。今年 2012年も 2つのフォー

ラムと 2 つ以上のイベントを企画参

加。4 月「京エコロジーセンター開

館 10 周年記念」（参加 2500 名）、

10 月「未来フェスタ京都」（参加 2600

名）に参加し、そこでは太陽光発電

所ネットワークの活動紹介と相談事

業を行った。 

さて、11月 4 日（日）に「2012PV-Net

京都イベント『会員宅訪問』」を実

施した。2009年以来２軒目となる訪

問先は今年新会員になられた澤井様

宅である。日々太陽の恵みを有効利

用しようと「省エネ、創エネ、節電、

節 水 」 を 実 践 、 「 ロ ハ ス の

Life-style」を見て頂ければ幸いで

すと自己紹介され、参加者も夫々紹

介し、交流が始まる。 

ご自宅屋根の南面に今年 3 月に

4.3kwh のパネルを設置、10 月は

495kwhを発電し、毎日楽しんでいる。

自然豊かで芸術作品が並ぶ広いお庭

で、昔懐かしい焚火とその中で焼い

て頂いた自家製の焼き芋を頂きなが

ら環境談義に花が咲いた。お部屋で

は、6 月に関西の TVに澤井さんが参

加した PVR「環境に優しい生活実践」

を見ながら省エネ生活をお聞きする。

20 年以上の数ケ国海外生活、30数カ

国の旅を通して得た「異文化体験」

「異国の環境保全生活」の実感の籠

ったお話には参加者一同感動。「“太

陽のめぐみ”を有効に使いたい」「後

世の子どもたちに負荷を残さない」

「地球温暖化防止に貢献」などを考

えて設置したが家族みんなが「省エ

ネ、創エネ、節電、節水」に関心が

強くなったそうだ。京エコロジーセ

ンターのエコサポーター、うちエコ

診断員、省エネ普及ネット京都に参

加し活動を続けている中で PV-Net

にも出会い京都会員になったそうだ。

今後の話題として、Green 電力の今

後 も 知 り た い 、 「 ロ ハ ス の

Life-style」を今後も追求し、その

様な方々と仲間になり PV-Net 活動

を普及したい・・・ 

お庭での会話の中で「春はこの庭で

花見、秋にはバーべキュウが似合う

お庭ですね」と提案され、「次回が

楽しみですね」と、和やかな雰囲気

の中で進められた「会員訪問」とな

った。(写真 2枚次ページへ) 

★朗報：世話人の高田眞雄さん、

太陽光発電アドバイザー試験合格報

告(日本住宅瀬能検査協会=内閣府認

定 NPO) 
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地域交流会報告 

地域交流会報告                                 
 

 

 
【写真：(4.3kwh のパネルを屋根に

設置した澤井さんのお宅全景。/ 

自家製の焼き芋を食べながらお庭で

のショット。】(中村和歳)  

 

神奈川から 

神奈川地域交流会です。箇条書き

になってしまいますが、神奈川の活

動を報告いたします。 

(1)6 月 2日（土）、3 日（日）神奈

川県環境農政局環境保全部環境計画

課、かながわ環境保全推進会議が、

TVK と組んで毎年行っているイベン

ト「アジェンダの日 2012」、ｔｖｋ

「収穫祭」に今年も出展した。 

(2)7 月 21 日（土）平塚市、「ひら

つか環境フェア」に出展。 

(3)8月 5 日（日）神奈川青少年セン

ターでの「科学の祭典 2012」に、昨

年に引き続き出展した。 

(4)8月 8 日（水）見学会、震災の影

響で、目的の見学先の都合が悪いと

ころが多く延期に延期を余儀なくさ

れてきたが、ようやく実現した。見

学場所：(a)川崎の「JFE・ソーラー

テクノパーク」集光型 太陽光・太陽

熱発電を見学。 (b)「川崎天然ガス

発電所」排熱回収式コンバインドサ

イクル方式の発電で、大幅な熱変換

効率を実現している。最高効率は

57.6％という。(c)「かわさきエコ暮

らし未来館」、屋上から東電の浮島

メガソーラーパネル枚数は 38,000

枚、発電出力は 7,000kw、年間の推

定発電量は 740 万 kwh、を見学。 

(5)9 月 30 日（日）「さがみはら環

境まつり」に参加出展。 

(6)11 月 3 日（土・祝）神奈川アジ

ェンダ推進センターの「ヨコハマ環

境行動フェスタ」に出展。(横谷公雄) 

 

中部から 

「第 8回暮らし方交流会」 

いま中部は、第 8 回エコハウス暮

らし方交流会（主催；PV-Net 中部地

域交流会）の持ち方で議論白熱、見

えてきた論点は 3 つ。世話人会の議

論は続きます。 

1. 自然エネルギーで暮らしを創造

する市民の実践交流の場に…（だれ

も制御できない、 

だれも未来に責任を持てない原発よ

り）。 

2. 2012年は国際協同組合年。PV-Net

の組織ありようと協働を考える場に

…。 

3. 太陽をこよなく愛する私たち。

「自然」をもう一度根底から考え直

す場に…。 

その昔、“親”にくってかかった

若かりし頃の<頭でっかちな知性>を

思い出します。 

50 年ほど前の親や大人たちの自

然認識は、知性より、体で感じる、

あるいは季節ごとに行われる祭りご

との方を重要視していた、そんな気

がします。 

私たちはいま原発事故の風に、エ

ネルギー問題の波に押し流されよう

としています。 

いま私たちが語り合うべきは「確

かな未来は懐かしい過去にある」の

視点で、暮らしや自然観、生活の知

恵、工夫、つながり方を見つめ直す

とき、と感じています。 

 

中部地域交流会では『縁側君』（一

枚の太陽光パネル＝独立系）の取組

みをすすめてきました。それは巨大

システム依存からの脱却「自らが電

気をつくり、使おう」の取り組みで

す。この一年、私たちが積み上げて

きた実践は、 

① 地域ぐるみの活動 

② 独立系の利用と工夫 

③ これからの自然エネルギーの

利用、その課題と展望。 

 

(武田善明) 

●第 8 回暮らし方交流会にご参加く

ださい。 

【日時】2013年 2月 2 日（土曜日）

13 時～17時 

【場所】名古屋市公会堂 名古屋市

昭和区鶴舞一丁目 1番 3号  
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理事会報告 

理事会報告                                     
◆参加者◆   藤井代表理事、横谷副代表理事、野原副代表理事、都筑専務理事、梅澤理事、田中（稔）理事、岸本理事、國井理事、 

田中（東）理事、武田理事、松田理事、スカイプ/都筑修三(福岡オブザーバー) 、 事務局/伊藤、藤井和、加藤  (欠席： 松隈理事)    

 

10.26事務局にて 

確認事項 

（１）理事会の年間スケジュールを

組み立て、大集合イベントは来年 2

月 16 日に決まる。委託事業、自主事

業、市民共同発電所事業等の概要を

確認。（２）全国運営体制では理事

を出していない地域への情報共有を

行う連絡係を決める。茨城：田中稔、

栃木：梅澤、千葉：横谷、富山：武

田、山梨：田中（東）、山口：事務

局と選及び調整中。 

報告・検討事項 

（３）部会報告【相談室/國井】各地

の地域相談員の稼働状況はまちまち。

現状は健康診断の回復待ち。年明け

の 2 月上旬には育成講座を計画中。

【普及広報部/松田】会報 25 号は 11

月、その後は 3 月、7 月予定する。

今年の RE2012幕張メッセは参加、エ

コプロダクツ展は不参加。【PVG 事

業部/藤井和】年間の販売量は前年度

を上回ったが認証発電量も年々増え

続けている。販売先はレギュラーが

多く 4 割が産地指定の購入。9 月の

交付では 2009 年～2010 年認証分電

力が中心となった。最近入会者はグ

リーン電力販売の目的で入会するの

が増えていると理事から発言。 

（４）地域報告【中部ブロック/武田】

「第 8 回エコハウス暮らし方交流

会」を準備中。身の丈にあった独立

系 PV の普及により一層力を注いで

いく。【関西ブロック/岸本】代表が

代わり現在 3人（南里・中村・北方）

体制に。8 月に行った交流集会は、

積極的な参加者が多く非常に盛り上

がった。一方でグリーン電力に関す

る具体的な質問や要求も増えた。 

（５）地球環境基金報告、PV 健康診

断回復についての報告の後、 

（６）太陽光技術者育成テキスト完

成の報告が藤井石根代表より。これ

から太陽光関連の仕事に携わろうと

する人のための基本書、設置者や電

気屋さんに、この程度は知っておい

てほしいという内容が網羅されたも

の。1 冊 1,500 円で販売（会員価格

1,200 円/書店売りは無）する。講座

や各セミナーでの多量購入にも期待。 

（７）9 月小諸エコビレッジでの#2

自然エネルギー学校報告(P10,11 参

照)があり、その後、休憩をはさみ 

（８）市民共同発電所の進捗状況の

報告が行われる。【福島県・喜多方

市/都筑】積雪地ということがネック

で個人住宅向けの普及が進んでいな

いこの地で太陽光が可能なことを証

明し、まちおこしと個人の普及につ

なげるのが狙い。【長野県・小諸市/

伊藤】設備容量は 13.4kW。内訳はハ

ンファソーラー5.6kW、三洋製中古パ

ネル約 4kW 、三菱製中古パネル約４

kW。中古パネルは不要になったもの

を、PV-Netの取外費用負担でリユー

ス。設置費用はトータルで約 400 万

円。長野県から約 200万の補助が出、

残り 200 万円については借入金方式

で、会員やエコビレッジ関係者を中

心に集める予定。【東京小平市/田中

稔】設置場所は(株)小川工営ビル屋

上。設備容量 12kW。費用は 500万円

でうち 120 万円が補助金。3 月末ま

での設置を考えると、擬似私募債ま

たは共同事業出資の形で資金を募り

始める。一般市民に対して広く公募

を行いたい。【岩手県野田村/都筑】

復興のシンボルとなる市民発電所を

建設し、県内からの出資や売電収入

が、地域に循環する復興モデルを目

指す。【岐阜中津川/野原】地元の人

たちの寄付と援助でできた福祉施設

の収益が、福祉行政の改悪のために

収入が減少しているため敷地地内に

50～100kW の市民共同発電所を建設

し、売電の収益を福祉施設の運営に

あてたい。【静岡・千葉等その他、/

田中東、都筑】「伊豆の国電気の畑」

は 9 月 1 日より売電が始まり、稼働

中。見たいという声があるため、11

月 17,18 日に見学会を実施。第 2,第

3 の市民共同発電所に関しても現在、

候補地を探している。この他に千葉

や山梨県でやりたいという声も上が

っている。【理事意見】出資をすれ

ば必ずリターンが返ってくると思っ

ている人もいるはず。出資者教育を

きちんとしないと問題が起きてしま

う。市民共同発電所は太陽光発電を

屋根に付けることのできない人など、

多くの人に発電に関わってもらう手

段。参加することでエネルギーに対

する意識を変えることもできる。 

その軸を見失わない運営や出資集め

を徹底してほしい。市民共同発電所

も大切だが、今後も独立系の取り組

みもきっちり推進していくことが現

在の PV-Net にとっては重要である。 



活動カレンダー

野原敏雄　吉田幸二　高橋邦裕　後藤英子　榎史郎　亀橋節夫　三代川正秀　

久保田雅晴　長徹郎　鈴木和博　金谷和夫　知久貴　森崎要造　河野勝泰　野本元　

藤田房子　長野文男　西塚長作　岡清治　高松泰男　佐藤新一　吉田栄吉　川本健治　

武井瞭　伊藤浩子　中村透　戸井田利夫　野田伊織　鈴木昭男　鈴木光枝　鈴木奈緒　

長田政　須藤永祥　広井功　横山英俊　金丸吉夫　瀧野晃一　岸本康子　藤田陽右　

中川善樹　寺尾健男　山口征也　伊藤進　大山茂　小笠原明生　山崎靖男　駒野松也　

薩摩義勝　安土清忠　佐々木皓吉　八木隆雄　澤田威　中田芳雄 ・ タカ子　冨塚敏夫　

山下隆也　鳥居勝一　見方平　小西甲　重宗利明　安藤忠男　野田勝彦　佐藤征雄　

辻田烝治　石井信満　中村和歳　川渕れい子　杉本三智夫　鈴木春雄　岡篤夫　

横尾秀子　金子武夫　柳瀬仁茂　山岸三雄　村田茂　土井敏彦　小池誠治　野田城秀　

鳥越隆司　志村三郎　天野軍吉　小山直子　永木猛弘　村田純一　鈴木保　小関光二

所宣夫　田中浩二　戸井田利夫　種村勝平　秋山眞紗代　川合英晴　岸田俊雄　

金子優子　鈴木祥平　原中輝司　藤川百合子　渡来美知代　渡辺孝　番場祥充　

村上宏征　安藤英敏　小西健司　岡村悦子　内山明夫　鈴木弘一　三石博之　

赤穂榮一　環境アリーナ研究機構　池田真樹　松尾廣伸　長澤志郎  

匿名希望１名 （順不同） ・ ・ ・ 活動へのご理解とご支援に厚くお礼申し上げます。

ご寄付、どうもありがとうございました！
＜４月＞

5　東京地域交流会　世話人会

7　埼玉地域交流会　世話人会＆花見

17　神奈川地域交流会　世話人会

＜５月＞

9　東京地域世話人会

3　埼玉地域交流会　世話人会

15　神奈川地域交流会　世話人会

19-20　くまがやエコライフフェア出展

＜６月＞

2-3　エコライフ・フェア 2011 出展

3　東海原子力発電所見学会（埼玉地域交流会）

9　埼玉地域交流会　世話人会

17　住宅展示場 /ハウスフォーラムふじみ野相談会

19　神奈川地域交流会　世話人会

29　東京地域交流会

30　さいたま市エコライフフェア相談コーナー開設

＜７月＞

1-17  大宮高島屋にて埼玉地域、

             エコ普及啓発ポスター展示

7　埼玉地域交流会　世話人会

17　神奈川地域交流会　世話人会

28　PV-Net 総会

29　小瀬エコブース (山梨 )

＜８月＞

5　埼玉地域交流会　世話人会

11-13  みんなのエネルギーフェスタ２０１２出展

                       ( 東京地域交流会 )

19　世田谷発 /市民が広げるソーラーエネルギー

21　神奈川地域交流会世話人会

25  ドイツのソーラー市民活動家

 フントハウゼント氏との意見交換

　　栃木地域交流会　世話人会

26  PV-Net 大阪交流会 

＜９月＞

5　東京地域交流会　世話人会

8　こだいら環境フェステバル

　　埼玉地域交流会　世話人会

11　中部地域交流会　世話人会

18　神奈川地域交流会　世話人会

19　静岡地域交流会　世話人会

29-30　小諸自然エネルギー学校 in 秋祭

＜１０月＞

3　「シェーナウの想い」上映会 (専修大学内 )

5　東京地域世話人会

13　埼玉地域交流会　世話人会

14　フォーラム 2012in ながれやま

　　やまぐちエコパークまつり (山口 )

16　神奈川地域交流会　世話人会

18　中部地域世話人会 

26  理事会 (湯島事務局 )

27  千葉地域交流会 (船橋市民活動センター )

30　静岡世話人会

PV-Net 活動を応援してくださる、

　
賛助会員を募集しています！

　太陽光発電所ネットワークでは、 活動趣旨に賛同し運営を支援してくださる団体 ・ 企業 ・

個人の皆さんを募集しています。 賛助会員名は当団体のホームページ （以下　PV-Net HP）、

賛助会員一覧にも掲載されます。 募集の詳細は PV-Net HP をご覧になるか、 事務局まで

お問い合わせ下さい。

※1初年度は入会金のみで年会費は不要。

※2年会費は 1口以上でお申し込み下さい。

　年会費　(入会金※１)

 企業・団体  ３万円/1口　１口～※２

 個人  １万円/1口　１口～

湯島ビル602号室

□慌ただしかった今年、 気がつけばもう 12 月 ・ ・ ・ ！

身のまわりにたくさんの変化がありました。 ただ、 全ては

とても良い方向に向かっています （＾＾）。 嬉しいかぎり。

皆様のお蔭です。 どうもありがとうございます。 ( い )

□原発被災地に太陽光発電所を地域の皆さんと一緒に作ろう

とさまざまな人達と会いました。 状況は想像していたものより

厳しいものです。 表面的には普通を装っていても会話や振る

舞いの中の一言一挙動に見えないものへの 「オソレ」 が見え

感じられました。 ( 都 )□非常勤として事務局のお手伝いを始めています。 これま

でも環境系の仕事を手がけてきましたがより現場や市民に

近い PV-Net は毎日が新しい刺激でいっぱいです (KATO)。

□大宮アルディージャが最後のホーム２試合でＧ電力証書を

購入してくれました。 勝利を祈ります (Ｋａｚｚ)。


